


























































以下の 2 つを目的とする．	 
	 第一の目的は，先天盲の人たちにおいて，晴眼者によって表現されてきた








































2. 先天盲における色名色空間の構造性  









が中心となる構造であった．そのようなカテゴリ概念は，Kay, P. & 












3. 先天盲における感情的色空間の構造性  




において色名から感じ取る印象の因子は，「快・不快」と「強・弱」で	 	 	 	 
先天盲と晴眼者との間で高い共通性がみられた．しかし，これらの共通	 	 

























	 すなわち，先天盲の色概念は「light」，「warm」，「dark-cool」で解釈	 	 	 








	 また，「light-warm」カテゴリの色名は，その印象が先天盲と晴眼者で	 	 
共有されているが，「dark-cool」カテゴリの色名に対しては，両者で共有さ
れてないことから，先天盲において概念を形成しやすい色とそうではない
色があることが示唆された．	 
	 しかし，色名と色名から受け取る印象の関係で先天盲と晴眼者の間で	 
異なる結果が現れた部分においては，「色名」と	 色名から受け取る印象を
決める「連想物体（モノ）」との関係性を検討したうえ，先天盲の感情的	 	 
色空間の構成と因果関係を明らかにする必要があると考えられる． 
 
 
応用への期待	  
	 
	 本論文を通じて先天盲における色概念の特徴が示唆された．今後さらに
検討を進めて蓄積される知見を活かして，色について晴眼者との円滑な	 
コミュニケーション，さらには盲人に対する色彩を含めて視覚世界の教育
などについての示唆が得られることを期待している．	 
	 また，盲人に対する色彩の教育方法に関するモデルを将来提案したいと
考えている． 
 
